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サポート通信は、東海市ファミリー・サポート・センター援助・両方会員向け情報誌です 

 今まで中止されていたイベントやお祭りなどが久しぶりに開催されるようになりました。旅

行も自由にできるようになるなど、規制や制限がなくなりつつあります。コロナとうまく付き

合いながら通常の生活をするウィズコロナの世の中になってきました。楽しみが増え、生活に

活気が戻ってきていますね。 

 第８波となり、感染者が増えています。油断せず、感染対策をしっかり行いながら、心身共

に健康で、良い新年を迎えられますように！ 

☆知多ブロック情報交換会報告☆ 

R4.11.29(火)武豊町地域交流センターで知多ブロック

アドバイザー情報交換会が開催されました。 

 今年度は南知多町にもファミリーサポートセンター

が発足したということで、知多半島内に仲間が増えま

す。12月から依頼受付開始ということです。 

それぞれの市町で実際にあった活動や、困った例な

ど報告し合いました。参加者皆で共有すると共に、共

感したり、アドバイスをし合いながら、解決策の糸口

を見つけることもできました。今後のアドバイザーと

しての活力をいただいてきました。 

 

援助会員募集！！ 

ここ数年、援助会員が減少

し続けています。どなたか

お知り合いをご紹介くだ

さい！！ 

☆全国アドバイザー講習会交流会報告☆ 

R4 年 10 月 14 日（金）アートホテル大阪ベイで全国アドバイザー講習会が開催され、主任保育士久

末とアドバイザー林が参加しました。 

援助会員確保のための具体的方策や困難事例に対する取り組みについて話し合ってきました。どこの

センターも援助会員不足の問題を抱えており、独自で取り組んだ方策や、効果などの事例発表がありま

した。ファミサポは地域性の特徴が顕著に表れるので、全ての方策が当市に当てはまる訳ではないです

が、参考にできることに関しては取り組んでいきたいと感じました。 

ファミリーサポート事業は、地域における子育ての支え合いというボランティア精神を尊重した「相

互援助活動」として行われてきました。子育てニーズに即した柔軟な活動が地域の子育て支援において

重要性を増し、困難事例の対応や、送迎に関する活動が増え、援助会員の負担が大きくなっています。

ファミサポとしての支援のあり方について考えていかなければならなず、事業としての過渡期を迎えて

いるというお話がありました。日頃からご協力をいただいている両方、援助会員の皆さんも、日頃感じ

ていることがあるのではないでしょうか？またお電話、お立ち寄りの際など、ご意見聞かせていただけ

る機会があるといいなと思っています。 



 

 

 
「子どもの発達とわらべうた」 

日時   令和 5年 1月 31日（火） 

午前 10時～11時 30分  

場所   東海市市民活動センター大会議室 
☆子どもの発達の特徴を学びながら懐かしいわらべ歌や手遊びを教
えていただきます。    童心に戻って楽しみませんか？！ 

 

 

令和 4年度ステップアップ講習会 

 

東海市ファミリー･サポート･センター 

〒47７－００３１東海市大田町後田 20-1（ソラト太田川３階） 

電話・FAX ０５６２-８５-６５５６ 

 

 

うた遊び・ふれあい遊び実践研究家 

 山崎治美先生 

    ☆救命講習会のお知らせ☆     

R5年 2月 22日（水） 

  10時 15分～12時 

  東海市市民活動センター大会議室 

☆今年度最後の救命法です。５年に 1 度の

受講が義務づけられています。是非、お

申し込みください！ 

令和 4年 10月 26日（水）の救命講習会の様子 


